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1. はじめに 

 太陽光を屋内に取り入れ，積極的に浴びるこ

とにより生活リズムの調整や知的生産性の向上

の報告が挙げられている(1)．一般の住宅に普及し

ている手動型ブラインドはスラット角度等自動

には変化しない．太陽高度に応じてブラインド

のスラット角度を自動で変化させることで屋内

環境への採光量の制御が可能となる．しかし太

陽光は季節や場所により地上への入射角が変化

するために建築構造のみでの採光，及び住宅で

新たな照明環境を構築することは困難と考えら

れる．そこで，電動ブラインドや一般照明を用

いた家庭用電動ブラインドシステムの研究・開

発が行われている(2)． 

本稿では住宅への導入を容易にするため，

HEMSの国際規格 ECHONET Liteを用いて iPadか

ら電動ブラインドにコマンドを送信及び制御が

可能な自動制御プログラムを開発した．電動ブ

ラインドで勉強に適した机上面照度に自動制御

するために 3方向を同時に測定可能な照度実験室

でシステムの有効性を確認したので報告する． 

2. 家庭用電動ブラインド制御システムの

概要 

Fig．1に家庭用電動ブラインド制御システムの

概要を示す．Node-RED とは API やオンラインサ

ービス，デバイスなどの機能を繋げてアプリケ

ーションを作成していくプラットフォームであ

る．イベント化された入出力を扱う JavaScript 環

境の Node.js 内で動作する．ノードと呼ばれる組

み合わせ可能なブロックをパレットに配置，接

続しながらフロー定義しプログラムの処理を実

行できる(3)． 

Node-RED内の制御プログラムをRaspberry Piに

格納し，iPadから電動ブラインドと通信した． 

3. Node-RED における家庭用電動ブライ

ンド制御プログラム  

Fig．2に Node-REDで作成した自動制御プログ

ラムの概要を示す．現在時刻，県庁所在地から 

 
 

Fig．1 家庭用電動ブラインド制御システムの概

要 

 

 
 

Fig．2 Node-RED で作成した自動制御プログラム

の概要 

 

リアルタイムに太陽高度 θHと太陽方位 θAを算出

している．スラット角度 θSは太陽高度 θHに補正

角⊿θを加えた θS=θH+⊿θと定義する． 

4. 制御プログラムの実証実験 

4.1 実験方法 

家庭用電動ブラインドの制御プログラムの検

証のために照度実験室を製作した．Fig．3に照度

実験室のレイアウトを示す．照度実験室は内法

寸法：縦 1365×横 1365×高さ 1200mm で，1 部屋

を 4.5畳としたときの 1/2スケールで製作した(4)．

太陽光が当たる東，南，西の三方向の側面に窓 
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Fig．3 照度実験室のレイアウト 

 

を設け，透過率が窓ガラスと同じアクリル板を

使用した．学習机の 1/2 スケールの机を製作し，

各窓の正面に配置した．各机上面照度の測定は 5

点法とした．照度実験室は他の窓からの太陽光

の干渉を避けるために，黒色の壁で 4つの空間に

区切った．本実験では一般家庭での勉強に適し

た机上面照度を 1500lxとする(5)． 

 ブラインドを降ろした後，Node.js からの制御

信号はルーター経由で電動ブラインドに送信し 1

分毎にスラット角度 θS を設定した．その後机上

面照度を測定し，システムの有効性を確認した． 

4.2 実験結果および考察 

1500lx以上の照度が出ている太陽高度θH，太陽

方位 θAを知るために 2019年 1月 9日の晴天にブ

ラインドを開放し照度を測定した．Table 1 にブ

ラインド開放における目標値以上の照度が得ら

れる時刻 T と太陽高度 θH・太陽方位 θAを示す．

太陽が東側（太陽方位 θA=0～180度の間）に存在

しても一定の太陽高度 θH がなければ，1500lx に

満たなかった． 

Fig．4 に補正角⊿θ による東窓の机上面平均照

度 Yeastの相違を示す．2018 年 12 月 29 日と 2019

年 1月 5日の晴天時に補正角⊿θ=0と⊿θ=10で測

定した．Table 1から時刻 Tが 7:45～11:00のとき

目標照度以上に到達する．太陽高度 θH のみの制

御における測定時間内の最大机上面照度Yeastは時

刻 T が 8:30～8:45 のとき目標照度の 68%(1026lx)

に到達し，太陽高度 θH+10°では時刻 T が 9:15 の

とき目標照度の 93%(1401lx)に到達した． 

勉強に適した机上面照度の実現には太陽方位

θA毎に補正角⊿θ は変動すると思われる．また，

Table 1 から窓の方角，太陽高度 θHの値によって

も机上面照度は変化するため，太陽方位 θA だけ

でなく電動ブラインド設置窓の方角と太陽高度

θHの値によっても⊿θ は変動する．よって今後も

照度実験を行い，目標値の到達だけでなく到達

時間帯を増加させるための検討を行っていく． 

Table 1 ブラインド開放時に目標値以上の照度が 

得られる時間帯と太陽高度 θH・太陽方位 θA 

時刻 T 照度[lx] 太陽高度 θH[°] 太陽方位 θA[°] 

7:45 1956 9 125 

8:15 11477 13 130 

8:45 16726 18 136 

9:15 23717 22 142 

9:45 6715 25 148 

10:15 4896 28 155 

10:45 3975 31 163 

11:00 1515 31 167 

 
Fig．4 補正角による東窓の机上面平均照度の

相違 

 

5. 結論 

 勉強に適した明るさに自動制御する家庭用電

動ブラインドシステムの検討を行い，以下の結

果が得られた． 

1)  電動ブラインドで勉強に適した机上面照度に 

自動制御するために 3方向を同時に測定可能な

照度実験室を製作した． 

2) Node-REDと ECHONET Liteを用いた家庭用電

動ブラインド制御システムを構築した． 

3) 太陽高度 θHのみで目標照度の 68%(1026lx)とな

り，補正角⊿θ を入れた太陽高度 θH+10°では

目標照度の 93%(1401lx)に到達できたことから

補正角⊿θの有効性を確認できた． 
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